
　
　
　
去
來
墓
の
一
難
に
就
て
　
（
寺
中
）

夫
妻
並
ん
で
み
た
と
す
れ
ば
、
欝
然
此
位
趾
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ん

の
で
あ
り
、
既
二
塁
の
申
で
ほ
去
來
の
墓
に
向
弁
元
升
、
元
粥
繭
夫

妻
墓
碑
の
ご
並
び
様
か
ら
推
し
て
1
6
の
位
蹟
に
．
相
書
す
る
も
の
と
考
へ

　
　
　
　
第
・
†
六
巻
　
第
二
號
、
　
二
九
繁

る
の
で
あ
り
、
虜
分
の
考
へ
で
匡
、
碑
石
に
矢
張
り
向
井
元
端
塞
と

同
形
同
寸
法
で
、
北
癒
し
て
建
て
ら
れ
て
ゐ
六
も
の
と
想
像
す
る
の

で
あ
・
。
（
昭
和
五
年
十
一
月
二
田
稿
）

明
治
初
年
の
教
育
制
度
と
そ
の
精
紳

（
中
）高

橋

俊

乗

　
　
　
　
四

　
明
治
五
年
八
月
三
日
「
墨
制
」
と
名
づ
け
る
徳
育
法
令
が
画
布
さ

れ
た
。
こ
れ
が
明
治
新
政
府
に
な
っ
て
全
音
統
一
的
に
教
育
法
令

を
布
い
た
始
で
あ
り
、
殊
に
文
部
省
が
設
け
ら
れ
て
か
ら
、
始
め

て
登
．
布
さ
れ
た
劃
桶
的
法
令
で
あ
っ
た
。
今
ロ
と
三
っ
て
、
敏
育

全
般
の
事
を
一
つ
の
法
令
の
中
に
ま
と
め
て
あ
る
の
が
特
色
で
あ

る
。
こ
の
法
令
を
公
に
す
る
前
に
、
同
五
年
文
部
省
か
ら
學
欄
の

草
案
を
具
し
て
、
太
政
官
へ
伺
書
を
出
し
て
み
る
。
そ
の
月
日
は

醐
醐
…
け
て
る
る
糊
か
、
六
m
月
二
十
㎞
四
日
志
八
政
一
官
轟
μ
ら
、
敏
育
山
門
研
門
に
關

し
て
文
部
省
へ
指
令
を
下
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
當
瀞
の
政
府
當

局
が
如
何
な
る
方
針
で
敏
育
に
從
思
せ
ん
と
し
た
か
、
ほ
掌
之
を

察
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
全
文
は
引
用
す
る
の
に
長
す
ぎ
る
か
ら

箇
條
だ
け
を
掲
げ
て
見
よ
う
。

　
　
　
後
來
ノ
目
的
テ
期
シ
声
価
着
手
ノ
順
序
ラ
立
ル
如
左

　
一
五
タ
カ
ラ
小
量
校
二
可
用
事

　
一
哺
述
百
草
出
目
墨
赫
弘
ラ
備
典
ス
ヘ
キ
事
・

　
一
一
般
ノ
女
エ
」
M
力
子
ト
均
シ
ク
毒
血
N
ヲ
被
う
シ
ム
ヘ
キ
コ
ト

　
一
風
大
菊
書
中
漸
次
中
戸
ヲ
設
ク
ヘ
キ
事

　
扁
生
徒
階
級
ラ
踏
ム
趣
メ
テ
嚴
ナ
ラ
シ
ム
ヘ
キ
事

　
一
座
徒
成
業
ノ
規
ア
ル
モ
ノ
ハ
務
メ
テ
晶
共
大
成
ヲ
期
セ
シ
ム
ヘ

　
　
キ
事

　
一
商
法
學
校
一
二
所
ヲ
興
ス
ヘ
キ
事
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触
凡
諸
一
塁
校
ラ
設
ク
ル
ニ
新
築
轡
尉
繕
ノ
如
キ
ハ
務
テ
唐
兀
全
ナ
ル

　
　
ラ
期
ス
事

　
一
反
課
ノ
事
業
ラ
急
エ
ス
ル
事

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
小
學
教
育
の
普
及
を
圭
と
し
、
中
晶
群
は
漸

進
主
義
を
探
り
商
業
學
校
は
全
署
に
一
二
の
學
校
を
興
す
を
以
て

足
れ
り
と
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
當
時
倫
罷
業
教
育
の
進
歩
し
な

か
っ
た
事
が
思
ひ
や
ら
れ
る
Q
男
女
の
間
に
教
育
上
差
を
設
け
な

い
事
、
生
徒
の
進
級
を
嚴
に
し
て
速
成
の
弊
を
避
け
し
め
た
事
等

は
良
い
と
し
て
も
、
聖
業
の
新
築
見
繕
の
完
全
を
期
し
だ
の
は
、

後
に
も
記
す
が
如
く
、
當
時
の
民
度
に
適
せ
す
、
昆
衆
の
不
幸
を

招
く
基
に
も
な
っ
た
。
反
課
を
盛
ん
に
せ
ん
と
し
た
の
は
、
贋
く

は
外
國
文
化
の
吸
敦
に
忙
し
か
っ
た
爲
で
あ
る
事
は
勿
論
で
あ
る

が
、
特
に
「
學
制
」
に
と
っ
て
は
敏
科
書
の
鋏
乏
を
補
給
せ
ん
と
し

た
も
の
で
あ
ら
う
。

　
い
よ
く
「
論
評
」
を
頒
布
し
た
時
、
太
政
官
か
ら
、
學
間
奨
鋤

の
被
仰
出
書
を
添
へ
て
、
敏
育
を
普
及
す
べ
き
聖
旨
を
傳
へ
た
。

被
仰
出
書
の
月
日
は
七
月
附
に
な
っ
て
み
る
が
、
實
際
は
墨
翻
と

共
に
八
月
三
日
に
公
に
さ
れ
九
の
で
あ
る
。
そ
の
要
は
、

　
　
　
　
　
二
瀬
初
年
の
教
育
制
度
と
そ
の
精
淋
（
高
橋
）

銘
々
自
ら
其
身
を
立
て
難
産
を
治
め
、
聖
業
を
昌
に
し
て
以
て

其
生
を
塗
る
ゆ
ゑ
ん
の
も
の
ば
他
な
し
、
身
を
修
め
智
を
開
き

オ
藝
を
長
ず
る
に
よ
る
な
り
。
而
て
其
身
を
修
め
習
を
開
き
才

藝
を
長
ず
る
は
學
に
あ
ら
さ
れ
は
能
は
す
。
是
れ
鼻
突
の
設
あ

る
ゆ
ゑ
ん
に
し
て
、
日
用
常
行
、
言
語
書
算
を
初
め
、
士
官
農

商
百
工
技
藝
及
ひ
法
律
政
治
天
丈
醤
桜
飯
に
至
る
迄
、
凡
入
の

螢
む
と
こ
ろ
の
事
業
あ
ら
さ
る
は
な
し
。
入
能
く
悪
才
の
あ
る

と
こ
ろ
に
饗
し
勉
思
し
て
之
に
…
馬
事
し
、
し
か
し
て
後
軍
て
生

を
治
め
産
を
興
し
業
を
昌
に
す
る
を
得
へ
し
。
さ
れ
は
學
問
は

身
を
立
る
の
財
本
と
も
い
ふ
へ
き
も
の
に
し
て
、
入
た
る
も
の

誰
か
學
は
す
し
て
可
な
ら
ん
や
。
從
來
墨
校
の
設
あ
り
て
よ
り

年
を
歴
る
こ
と
久
し
と
い
へ
と
も
、
或
は
其
道
を
得
さ
る
よ
り

し
て
、
人
陰
方
向
を
誤
り
、
墨
問
は
士
人
以
上
の
事
と
し
、
農

工
商
及
ひ
婦
女
子
に
至
っ
て
は
之
を
度
外
に
お
き
、
學
問
の
何

物
た
る
を
辮
せ
す
。
叉
士
人
以
上
の
稀
に
畢
ふ
も
の
も
動
も
す

れ
ば
、
墨
家
の
爲
に
す
る
と
唱
へ
身
を
立
る
の
基
た
る
を
知
す

し
て
、
或
は
詞
章
記
諦
の
末
に
趨
り
，
室
理
虚
談
の
途
に
絡
り

其
論
高
熱
に
似
た
り
と
い
へ
と
も
、
之
を
身
に
行
ひ
事
に
施
す

　
　
　
　
　
第
十
・
山
止
巻
　
第
二
㎜
就
　
　
　
二
九
三
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明
泊
初
年
の
敏
育
野
面
と
そ
の
精
帥
（
窩
橋
）

　
こ
と
能
さ
る
も
の
少
か
ら
ず
。
湿
す
な
は
ち
沿
襲
の
習
弊
に
し

．
て
文
明
普
ね
か
ら
す
才
藝
の
約
せ
す
し
て
貧
乏
破
産
喪
家
の
徒

多
き
ゆ
ゑ
ん
な
魂
之
疑
て
今
挙
手
に
於
て
學
制
、
蓬

　
め
追
々
教
則
を
も
改
正
し
布
告
に
及
ふ
へ
き
に
つ
き
、
自
今
以

露
悪
の
人
轟
簾
専
心
す
邑
に
塗
の
戸
な
象
に
不

　
學
の
人
な
か
ら
し
め
ん
事
を
期
す
人
の
父
兄
た
る
も
の
宜
し
く

　
望
事
を
膿
湿
し
其
、
愛
育
の
藩
を
厚
く
し
、
其
子
弟
を
し
て
必
ず

重
量
せ
し
め
さ
る
へ
か
ら
さ
る
も
の
な
り
。
謹
燧
雛

　
能
に
任
か
す
と
い
へ
と
も
幼
童
の
子
弟
に
男
女
の
別
な
ぐ
小
學

　
以
下
に
從
事
等
し
め
さ
る
も
の
に
笠
ハ
父
兄
の
越
度
六
る
へ
き
事

　
こ
れ
を
先
の
太
政
官
の
指
令
に
比
べ
る
と
、
小
墨
教
育
の
普
及

（
從
っ
て
師
範
敏
育
の
興
隆
）
、
男
女
の
敏
育
均
等
な
ど
は
同
じ
趣

，
毅
で
あ
る
が
、
こ
の
被
仰
出
書
に
於
て
、
特
に
注
罵
す
べ
き
は
、
第

一
に
「
生
を
治
め
産
を
興
し
業
を
昌
に
す
る
」
事
を
力
読
す
る
實
學

主
義
的
色
彩
の
著
し
い
こ
と
・
、
第
二
に
「
一
般
の
λ
、
三
関
す
邑

に
不
學
の
戸
な
く
家
に
不
學
の
人
な
か
ら
し
め
ん
こ
と
を
期
す
」

る
敏
育
上
の
中
央
集
構
的
統
　
精
紳
の
強
調
さ
れ
て
る
る
事
で
あ

る
。
維
新
後
三
四
年
間
勢
力
の
あ
っ
た
皇
道
主
義
は
今
や
全
く
影

を
沿
そ
め
た
。
國
家
本
位
の
教
育
さ
へ
右
の
被
仰
出
書
で
は
非
難

　
　
　
　
　
　
第
よ
丁
山
ハ
巷
　

第
ご
號
　
　
　
ご
九
四

の
的
に
な
っ
て
み
る
．
燗
人
の
功
利
を
主
と
し
た
精
稗
が
之
に
代

っ
て
み
る
。
惟
ふ
に
當
臨
は
西
洋
文
明
の
吸
牧
に
汲
々
と
し
て
、
朝

野
共
に
苦
心
し
て
み
た
時
で
あ
っ
て
、
文
明
開
化
で
な
け
れ
ば
、

夜
も
日
も
あ
け
な
い
時
代
で
あ
る
が
、
そ
の
頃
我
が
文
明
促
進
の

爲
に
主
と
し
て
模
範
と
な
っ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
の
實
利
主

義
、
功
利
主
義
で
あ
る
。
そ
れ
は
勿
論
ペ
リ
ー
以
來
の
歴
史
的
事

情
と
，
地
理
的
に
近
い
の
と
で
、
我
が
國
人
で
洋
行
す
る
者
は
ア

メ
リ
カ
合
衆
國
へ
留
即
す
る
者
が
多
か
っ
た
爲
で
あ
る
。
し
か
も

江
戸
時
代
の
墨
問
で
最
も
振
は
な
い
の
は
自
然
科
學
で
あ
る
。
教

育
上
こ
の
鋏
を
補
ふ
必
要
が
最
も
多
か
っ
た
の
で
，
自
然
科
墨
を

中
心
と
す
る
敏
育
驚
動
が
明
治
初
年
に
起
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
こ
れ
が
教
育
雪
上
の
實
學
主
義
羅
利
圭
義
で
あ
る
。

　
前
號
に
論
い
た
や
う
に
明
治
三
年
七
月
に
大
墨
本
校
が
閉
ざ
さ

れ
、
皇
漢
學
者
が
大
墨
か
ら
逐
は
泡
、
洋
品
者
の
手
に
よ
っ
て
大

墨
が
固
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
翌
年
七
月
文
部
省
が
出
來
た
時
、

そ
の
役
人
と
な
っ
た
の
が
、
大
艦
に
洋
學
者
で
あ
る
か
ら
、
文
部

省
の
室
氣
は
實
利
的
で
あ
る
。
同
四
年
＋
二
月
二
＋
六
日
の
文
部

省
の
布
蓬
の
中
に
も

（　1？8　）



　
開
化
日
二
隆
リ
文
明
日
二
盛
二
入
々
其
業
二
安
シ
其
家
ラ
保
ツ

所
以
ノ
考
、
各
其
才
能
技
藝
ラ
生
、
長
ス
ル
ニ
依
、
是
三
校
ノ
設

　
ア
ル
所
以
ニ
シ
テ
入
々
塵
・
ハ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

と
見
え
て
居
る
。
こ
れ
は
學
制
の
三
野
出
書
の
趣
旨
と
全
く
同
一

で
あ
る
か
ら
、
當
時
の
文
部
省
内
の
室
氣
を
察
す
る
こ
と
が
出
來

よ
う
。
さ
う
し
て
此
の
察
氣
は
主
と
し
て
何
入
の
感
化
で
あ
る
か

と
言
へ
ば
、
勿
論
編
澤
論
吉
の
感
化
と
見
て
よ
い
。

　
福
澤
の
圭
著
「
學
問
の
す
・
め
」
は
著
作
さ
れ
た
の
は
早
い
事

で
、
彼
れ
の
郷
里
中
津
の
人
に
は
早
く
流
布
し
て
み
た
の
で
あ
る

が
活
版
に
附
し
て
尊
く
公
に
し
た
の
は
明
治
四
年
十
二
月
で
あ
っ

た
（
隅
書
端
書
）
。
そ
σ
第
二
編
に
は
、

　
我
邦
の
古
事
記
は
詰
瀕
す
れ
ど
も
今
日
の
米
の
相
揚
を
知
ら
ざ

　
る
者
は
、
こ
れ
を
世
帯
の
學
問
に
喀
き
男
と
云
ふ
丸
し
。
経
書

　
史
類
の
奥
義
に
は
達
し
た
れ
ど
も
垂
髪
の
法
を
心
得
て
正
し
く

　
取
引
を
書
す
こ
と
能
は
ざ
る
も
の
は
，
こ
れ
を
帳
合
の
畢
周
に

　
拙
な
き
入
と
云
．
櫛
坐
し
。
是
等
の
人
物
は
唯
こ
れ
を
父
字
の
問

　
屋
と
云
ふ
潔
き
の
み
、
其
功
能
は
飯
を
喰
ふ
字
引
に
異
な
ら

　
す
、
國
の
た
め
に
は
無
用
の
長
物
経
濟
を
認
る
食
客
と
云
て
可

　
　
　
　
　
明
殆
初
年
の
敏
育
澗
度
と
そ
の
素
踊
（
高
橋
）

な
り
。

と
述
べ
て
み
る
。
前
記
の
如
く
、
幅
澤
は
文
部
省
へ
入
ら
な
か
っ

た
が
、
そ
の
勢
力
が
省
内
に
瀬
っ
て
み
た
か
ら
，
彼
れ
の
功
利
虫

義
が
省
内
に
瀕
っ
て
み
た
こ
と
も
疑
へ
な
い
で
あ
ら
う
。

　
し
か
し
愛
書
の
制
定
に
は
輻
澤
は
直
接
表
面
上
繋
争
し
て
み
な

い
。
こ
れ
を
頒
謝
し
た
時
の
文
部
卿
大
木
喬
任
は
非
常
に
隊
化
主

義
の
人
で
あ
っ
た
が
、
フ
ル
ベ
ツ
キ
（
Q
●
国
璽
く
①
周
げ
①
o
げ
）
を
任
用

し
て
、
學
制
制
定
に
手
腕
を
振
は
し
め
た
。
フ
ル
ベ
ツ
キ
は
オ
ラ

ン
ダ
入
で
、
始
め
野
獣
を
墨
ん
だ
が
、
後
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
宣

教
師
と
な
り
、
安
政
六
年
我
が
國
に
來
り
長
崎
で
敏
授
に
從
暫
し

た
が
、
明
治
二
年
東
京
に
來
り
大
學
南
校
の
教
師
と
な
っ
た
人
で

あ
る
。
彼
れ
は
ア
メ
リ
カ
で
修
養
し
た
上
に
工
業
畑
の
人
で
あ
っ

た
か
ら
、
後
に
宣
敏
師
に
な
っ
た
と
は
雷
へ
、
教
育
上
に
は
實
科

主
義
的
な
考
へ
方
の
入
で
あ
っ
た
。
そ
の
歴
覧
制
制
定
に
携
は
つ

た
加
藤
弘
之
は
自
然
科
學
を
麓
重
し
た
唯
物
論
者
で
あ
り
、
田
中

不
二
癩
呂
は
ア
メ
リ
カ
仕
込
の
政
治
家
で
あ
る
。
か
う
考
へ
て
來

る
と
、
親
電
の
被
風
出
書
に
實
越
階
義
的
色
彩
の
多
い
の
は
當
然

で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
言
過
ぎ
で
は
な
か
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
谷
　
第
二
號
い
　
　
二
九
五

（　i？一9　）



　
　
　
　
　
野
治
秘
年
の
敷
育
湖
度
と
そ
の
精
瀞
　
（
高
橋
）

　
被
仰
出
書
の
第
こ
の
特
色
は
数
育
の
全
快
蓋
置
は
封
建
制
度
の

慶
止
に
伸
な
っ
て
艶
然
要
求
せ
ら
る
べ
き
事
で
あ
っ
て
、
書
換
へ

る
と
維
新
の
國
策
を
敏
育
上
に
も
蟹
現
せ
ん
と
し
た
も
の
に
外
な

ら
な
い
。
歎
米
式
の
美
並
育
は
明
治
政
府
が
夙
に
切
望
し
た
所
で

あ
っ
て
、
蘭
書
よ
り
度
々
記
し
た
や
う
に
、
幾
度
も
法
令
を
下
し

て
新
學
絞
の
設
置
を
奨
画
し
た
け
れ
ど
も
，
當
局
の
不
馴
れ
で
あ

る
上
に
、
府
縣
と
藩
と
が
野
立
し
て
み
る
時
代
は
命
令
が
徹
底
し

な
い
。
今
や
慶
藩
聖
運
も
断
行
さ
れ
、
文
部
省
も
設
置
さ
れ
た
の

で
、
中
爽
集
模
的
劃
｝
的
な
教
育
欄
度
を
布
か
う
と
し
た
の
で
あ

る
。

　
畢
鋼
の
内
容
は
全
國
の
學
政
を
文
部
省
に
統
一
し
，
全
國
を
大

き
く
分
け
て
八
大
墨
匠
と
し
、
侮
大
判
匿
に
大
難
校
を
一
つ
づ
つ

建
て
る
。
各
大
悪
隈
を
三
二
の
中
墨
腿
に
分
ち
夏
中
學
匠
に
一
中

學
校
を
設
け
る
。
更
に
各
中
墨
涯
を
…
二
〇
の
小
総
隈
に
分
ち
、

侮
小
鉢
匠
に
一
小
學
校
を
置
く
こ
と
、
し
た
。
實
に
宏
大
な
計
書

で
あ
っ
た
。
墨
校
は
系
続
上
、
大
墨
；
申
學
・
小
腸
に
分
け
て
あ
る

の
で
、
商
業
學
絞
・
工
業
學
校
・
通
国
訴
校
・
農
業
學
下
等
は
皆
申

學
校
の
一
種
に
計
へ
、
た
“
師
範
墨
引
だ
け
を
大
中
小
墨
の
系
統

　
　
　
　
　
　
　
第
素
－
六
谷
　
第
｝
ご
號
　
　
　
二
九
山
ハ

外
と
し
て
あ
っ
た
。
さ
て
墨
制
の
趣
意
は
ア
メ
リ
カ
風
の
實
科
主

義
で
あ
る
が
、
制
度
上
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
で
は
教
育
制
度
が
冬
州

民
に
刷
に
設
け
て
あ
る
か
ら
、
中
央
集
樺
主
義
を
探
用
せ
ん
と
す

る
我
が
國
で
は
ア
メ
リ
カ
を
模
範
と
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
よ

っ
て
歓
洲
で
最
も
中
央
集
樺
的
な
教
育
制
度
を
布
き
、
か
つ
國
勢

の
盛
ん
な
（
明
治
三
年
ド
イ
ソ
と
職
っ
て
数
れ
六
が
）
フ
・
ン
ス
の
制
度
を
覆
し
た
。

爾
明
治
初
年
の
我
が
國
の
法
律
は
フ
ラ
ン
ス
法
を
模
倣
し
て
立
て

ら
れ
た
と
い
ふ
事
も
、
「
墨
制
」
の
内
容
が
フ
ラ
ン
ス
に
依
る
こ
と

Σ
な
っ
た
一
原
因
と
見
て
よ
か
ら
う
。

　
當
時
我
が
國
で
敏
育
制
度
に
關
す
る
研
究
は
、
江
戸
時
代
爾
學

の
飴
波
を
受
け
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
制
度
が
先
づ
内
沼
正
雄
の
手
に

よ
っ
て
蘇
課
さ
れ
、
〔
和
薦
墨
制
」
と
慶
し
、
陽
治
二
年
開
成
墨
校

か
ら
蔵
版
さ
れ
た
。
そ
の
翌
三
年
度
慶
慮
義
塾
の
小
幡
甚
三
郎
が

「
西
洋
學
校
軌
範
」
と
い
ふ
の
を
課
出
し
、
同
塾
か
ら
禺
嬉
し
た
。

こ
れ
は
上
下
二
冊
よ
り
成
り
、
上
冊
は
歓
米
列
國
の
教
育
制
度
の

大
要
を
．
．
下
節
は
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
大
學
の
學
則
を
抄
課
し
た
も
の
で

あ
る
。
つ
い
で
フ
ラ
ン
ス
の
制
度
が
佐
牛
太
郎
に
よ
っ
て
繹
さ
れ

「
佛
國
學
制
」
と
題
し
、
同
六
年
文
部
省
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
出
版
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さ
れ
た
の
は
學
制
頒
布
以
後
で
あ
る
が
、
墨
制
制
定
の
頃
に
は
既

に
課
稿
が
野
帳
て
る
た
ら
し
い
。
前
二
書
も
墨
制
制
定
に
参
考
に

な
っ
た
で
あ
ら
う
が
、
直
接
大
い
に
参
考
と
な
っ
た
の
は
「
佛
國

學
制
」
で
あ
る
。
こ
の
課
書
の
内
容
は
，
書
中
に
掲
停
て
あ
る
略

文
一
々
の
嚢
布
の
年
が
一
七
九
三
年
か
ら
一
八
三
九
年
ま
で
に
限

ら
れ
て
み
る
の
で
、
此
の
書
の
示
し
て
み
る
制
度
は
明
治
初
年
よ

り
少
し
古
い
も
の
で
あ
ら
う
Q

　
今
こ
の
書
の
内
容
と
我
が
「
學
制
」
と
を
比
べ
る
と
，
饗
応
系
統

を
大
中
小
墨
の
三
段
と
し
た
こ
と
、
學
賑
制
度
を
探
用
し
た
こ
と

は
麗
な
る
ご
敏
で
あ
る
が
、
そ
の
外
に
小
下
校
に
關
し
、
我
が
國

で
人
日
六
百
人
徳
に
正
貨
を
建
て
る
こ
と
・
定
め
た
の
は
、
佛
國

學
制
に
入
口
二
千
乃
至
三
千
入
選
に
公
立
小
言
校
一
箇
を
置
く
と

あ
る
の
と
類
し
、
叉
我
が
國
小
學
校
の
警
報
を
「
小
三
校
ハ
敏
育

．
ノ
初
級
ニ
シ
テ
人
民
一
落
取
必
ス
墨
・
ハ
ス
ン
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ

ノ
ト
ス
」
と
定
め
て
あ
る
が
、
此
れ
は
佛
國
墨
柄
に
「
小
墨
型
ハ
教

育
騨
ノ
劾
…
級
ニ
シ
テ
曲
諮
入
ノ
必
ズ
墨
・
バ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ヅ
ル
並
日
涌
酬
ノ
科

ラ
歎
フ
ル
所
ナ
リ
」
と
あ
る
の
と
酷
似
し
て
み
る
。
小
思
量
の
程

度
を
上
等
小
野
；
下
等
小
學
に
分
け
た
事
も
爾
者
一
致
し
て
み
る
。

　
　
　
　
　
明
治
秘
義
の
教
育
跳
馬
と
そ
の
精
愁
（
商
橋
）

我
が
學
校
で
は
小
器
校
を
尋
常
小
藩
・
女
児
小
型
・
村
落
小
胸
・
貧

入
小
野
・
・
小
墨
・
私
塾
・
幼
稚
小
難
・
に
分
類
し
て
あ
る
。
黒
猫
墨
制
に

今
の
幼
稚
園
に
溜
る
「
育
児
院
」
を
掲
げ
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
我
が

學
制
に
「
幼
稚
小
害
ハ
男
女
ノ
子
弟
六
歳
迄
ノ
モ
ノ
小
學
二
型
ル

前
ノ
端
緒
ラ
教
ル
ナ
リ
」
と
あ
る
の
に
當
り
、
佛
國
墨
命
中
の
「
私

ノ
小
君
校
」
は
我
が
「
小
家
私
塾
」
に
埋
り
、
古
里
學
制
の
「
小

學
ノ
仁
患
會
祓
」
は
我
が
「
貧
人
小
學
」
に
挙
り
、
主
我
が
村
落
小

學
は
「
僻
遠
ノ
村
落
農
民
ノ
ミ
ァ
リ
テ
教
化
素
ヨ
リ
開
ケ
サ
ル
ノ

地
胃
管
テ
載
共
教
則
ラ
少
シ
ク
湘
省
略
シ
テ
聖
教
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
甑
或
ハ
年
・

己
惚
成
長
ス
ル
モ
ノ
モ
其
生
業
ノ
暇
來
リ
テ
學
ハ
シ
ム
、
是
等
ハ

多
ク
夜
墨
校
ア
ル
ヘ
シ
」
と
い
．
幽
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
佛
國

予
言
に
定
め
て
あ
る
少
年
小
盗
校
に
零
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
か
う
考
へ
る
と
我
が
墨
欄
が
「
佛
國
羅
制
」
を
本
に
し
て
考
察
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
へ
な
い
。
勿
論
我
が
墨
欄
が
悉
く
　
「
四

駅
學
制
」
か
ら
出
た
と
は
言
へ
な
い
。
例
へ
ば
我
が
小
學
校
の
教

科
習
は
彼
此
一
致
し
な
い
。
む
し
ろ
此
れ
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
心
の

小
思
量
の
敏
科
目
に
一
致
す
る
と
見
ら
れ
る
。
叉
明
治
五
年
九
月

墨
制
の
附
法
と
し
て
小
金
規
則
を
護
衛
し
、
そ
の
中
で
我
が
小
耳

　
　
　
　
　
　
第
L
T
山
颪
巷
　
　
第
二
號
　
　
　
二
・
九
竜
、
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町
尊
王
年
の
敏
育
弧
度
と
そ
の
精
紳
（
嵩
旙
）

校
の
進
級
を
牟
年
侮
と
し
、
最
下
を
下
等
八
級
と
名
づ
け
，
そ
れ

よ
り
七
級
・
六
級
と
進
み
、
下
等
一
級
か
ら
上
等
八
級
に
移
り
、

最
後
に
上
等
蝋
級
に
至
ら
し
め
る
こ
と
に
定
め
て
あ
る
。
こ
れ
も

佛
國
學
欄
に
見
え
な
い
が
、
江
戸
時
代
の
廣
瀬
淡
窓
の
成
宜
園
に

は
お
の
進
級
に
似
た
制
度
が
あ
り
、
職
制
頒
布
の
頃
文
部
省
に
居

っ
て
頒
布
に
功
を
立
て
た
長
英
が
威
宜
園
に
學
ん
だ
人
で
あ
り
、

か
つ
彼
れ
の
墓
誌
銘
に
も
學
制
頒
布
に
功
を
立
て
た
事
を
明
記
し

て
「
五
年
任
託
文
部
少
丞
、
蒙
重
訂
蝸
、
艸
嵩
學
欄
五
篇
一
上
レ
之
。
」
と

あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
、
我
が
小
墨
校
の
進
級
法
は
蔵
宜
園
の
そ
れ

轟
難
し
た
も
の
で
あ
ら
・
。
（
数
育
學
術
界
第
山
ハ
十
哲
餓
謝
二
號
）

　
か
く
て
こ
の
「
古
制
」
を
断
行
す
る
爲
に
は
、
從
來
の
歴
史
的
三

線
を
噺
ち
，
年
來
の
宿
弊
を
一
洗
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
學

制
頒
布
と
同
じ
日
に
文
部
省
は
次
の
布
淫
を
骨
無
縣
へ
凄
し
た
。

　
　
今
般
被
　
鄭
重
候
旨
モ
有
之
教
育
古
儀
ハ
自
今
爾
叉
厚
ク
御

　
　
手
入
可
有
之
候
野
里
來
府
縣
二
号
テ
取
設
候
學
校
一
途
ナ
ラ

　
　
ス
加
之
甘
六
内
ス
・
都
合
之
榊
懐
モ
不
熟
依
テ
一
旦
悉
令
悪
止
A
一
般

　
　
定
礎
ラ
レ
タ
ル
墨
制
二
循
ヒ
其
主
意
ヲ
汲
ミ
更
二
學
校
設
立

　
　
可
致
候
事
。

　
　
　
　
　
　
餓
鑑
丁
山
ハ
巷
　
　
第
二
號
　
　
　
二
九
入

　
爾
後
文
部
省
は
こ
の
方
針
を
固
執
し
，
既
設
の
學
校
は
悉
く
一

旦
閉
托
せ
し
め
た
。
薔
藩
の
設
立
し
た
學
校
も
岡
じ
で
あ
る
。
中

に
は
事
情
を
具
陳
し
て
特
に
存
綾
を
願
繊
た
も
の
も
あ
っ
た
が
皆

杜
絶
さ
れ
た
。
蕗
藩
協
議
學
の
中
に
は
優
秀
な
も
の
も
あ
っ
た

が
、
慶
嘉
置
縣
の
断
行
さ
れ
た
以
上
、
蕾
藩
學
や
郷
學
を
存
績
さ

せ
る
こ
と
は
慶
藩
置
型
の
精
繍
に
も
と
り
、
教
育
上
の
中
央
集
構

を
阻
害
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
全
國
公
私
の
畢
校
は
大
中

小
と
な
く
、
凡
て
墨
刺
省
の
命
に
從
ふ
こ
と
蕊
な
り
、
そ
の
命
に

從
は
な
い
も
の
は
存
立
が
欝
來
な
い
や
う
に
な
っ
た
。

　
さ
て
學
欄
の
内
容
は
堂
々
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
醗
課
も
の
で

あ
る
上
に
、
文
部
省
が
出
來
て
か
ら
一
年
足
ら
す
の
中
に
嵐
來
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
し
も
我
が
財
政
民
情
に
適
合
し
な
い
。

又
之
を
十
分
に
實
施
す
る
に
は
財
政
が
許
さ
ぬ
。
．
大
學
を
八
つ
も

當
時
と
し
て
は
決
し
て
出
塁
な
い
。
中
幅
全
部
で
二
五
六
の
豫
定

で
あ
る
が
、
之
を
建
て
る
の
も
地
方
の
財
政
が
不
可
能
で
あ
る
。

そ
の
上
、
農
工
商
の
如
き
は
鴬
遷
の
余
勢
で
愚
問
の
必
要
を
認
め

な
い
。
武
士
の
子
弟
は
從
來
四
書
五
型
に
よ
っ
て
修
身
齊
家
治
國

卒
天
下
の
道
を
墨
ん
で
來
た
の
が
、
俄
に
實
用
的
な
薄
商
を
す
る

（　132　）
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の
を
好
ま
な
い
し
、
か
つ
李
民
の
子
弟
と
共
に
机
を
並
べ
る
こ
と

に
も
不
李
が
あ
る
。
殊
に
震
害
列
藩
が
割
去
し
て
、
藩
が
違
へ
ば

隣
村
で
も
風
俗
が
蓮
ひ
、
ま
る
で
仇
敵
の
や
う
に
感
じ
て
み
た
事

も
あ
る
の
に
、
新
零
度
で
は
そ
ん
な
事
は
一
切
か
ま
は
す
、
只
人

欝
数
に
よ
っ
て
墨
魑
を
定
め
た
。
例
へ
ば
蕎
鹿
児
島
領
の
一
部
門

薔
熊
本
領
の
一
部
と
を
合
し
て
一
中
獣
医
と
定
め
た
り
し
た
の

で
、
か
・
る
黙
に
も
實
施
困
難
の
事
惰
が
含
ま
れ
て
み
る
。
況
や

明
治
五
年
六
月
太
政
官
指
令
に
あ
る
や
う
に
、
新
築
螢
繕
の
諸
墨

校
は
務
め
て
完
全
な
る
を
期
せ
し
め
九
の
で
、
寒
村
に
於
け
る
小

鼻
校
で
内
部
が
充
費
し
な
い
の
に
、
建
物
だ
け
土
地
不
相
生
に
宏

肚
な
も
の
を
建
て
る
や
う
な
事
も
あ
り
、
し
か
も
此
の
費
用
は
年

々
の
教
育
施
設
の
経
常
彊
と
並
に
生
徒
の
墨
費
と
共
に
多
少
は
官

か
ら
の
補
助
が
あ
る
に
し
て
も
、
直
接
に
は
生
徒
の
父
兄
，
闇
接

に
は
一
般
人
民
の
負
堰
で
あ
る
か
ら
，
教
育
の
必
要
を
認
め
な
い

寸
前
の
入
民
に
と
っ
て
は
中
々
の
不
満
で
あ
る
、
此
等
の
不
卒
不

満
が
、
當
時
の
征
韓
論
や
慶
佛
殿
繹
な
ど
の
不
尽
不
満
と
相
僕
っ

て
廉
潔
の
實
施
を
妨
げ
紅
こ
と
は
一
通
り
で
は
な
か
っ
た
。
漸
く

明
治
十
年
西
南
の
役
が
確
定
し
て
中
央
政
斑
の
威
椹
が
確
乎
不
動

　
　
　
　
　
明
治
初
年
の
教
育
棚
度
と
そ
の
精
留
（
高
橋
）

の
も
の
と
な
っ
た
後
、
初
め
て
政
府
の
教
育
攻
策
が
政
府
の
希
望

に
近
く
行
は
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
（
明
治
自
民
敏
育
史
第
二
章
）
。

　
し
か
し
上
記
の
困
難
は
之
を
打
破
す
る
に
爾
困
難
で
は
な
い
。

も
っ
と
大
な
る
困
難
は
良
敏
師
の
得
難
い
・
と
で
あ
っ
た
。
明
治
五

年
六
月
太
政
宮
の
指
令
に
も
特
に
こ
の
総
に
注
意
を
促
し
て
あ
っ

た
や
う
に
、
文
部
省
も
教
師
養
成
を
等
閑
に
附
し
て
は
み
な
か
っ

た
が
、
全
学
嫡
女
の
五
指
の
教
師
養
戒
が
一
朝
｝
夕
に
幽
干
る
も

の
で
は
な
い
。
先
づ
五
年
五
月
東
京
青
立
霧
霧
（
鵬
綴

鈎
）
護
け
ア
メ
リ
・
委
・
望
（
鐸
軍
ω
8
δ
を
延
き
、
九

月
よ
り
開
校
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
の
師
範
學
校
の
擬
度
方
法
に

倣
っ
て
小
憲
章
教
師
を
養
成
せ
し
め
た
。
鰻
六
年
に
八
大
血
紅
を

七
大
學
簸
と
し
、
そ
の
大
蔵
本
部
た
る
大
阪
と
富
城
と
に
は
岡
六

年
に
官
立
師
範
墨
校
を
設
け
、
七
年
に
は
　
愛
知
・
廣
島
・
長
崎
・
新

潟
に
そ
れ
ぐ
官
立
師
範
學
校
を
設
け
，
唐
笛
縣
も
亦
そ
れ
ん
、

師
範
墨
校
を
設
置
し
た
。
し
か
し
當
時
は
宮
立
師
範
學
校
の
卒
業

垂
の
多
数
は
官
立
府
縣
立
師
野
獣
校
の
歎
師
と
し
て
赴
任
し
た
さ

う
で
あ
っ
て
、
中
々
小
畢
校
の
教
師
を
す
ぐ
正
則
の
教
育
を
受
．
け

た
も
の
で
隣
し
難
く
、
明
治
十
一
年
頃
に
な
っ
て
、
や
っ
と
府
縣

　
　
　
　
　
　
　
第
十
四
一
巷
　

第
二
號
　
　
　
二
九
九

（　1．g3　）



　
　
　
　
　
明
治
初
年
の
勲
業
制
度
と
そ
の
縮
紳
（
窩
橋
）

立
師
怨
讐
校
教
師
の
幹
部
を
官
立
師
範
畢
校
卒
業
生
で
潜
め
る
こ

と
が
繊
來
た
。
と
に
か
く
此
等
の
困
難
に
拘
ら
す
、
三
局
の
努
力

に
よ
り
小
雪
校
は
少
し
つ
つ
で
も
進
歩
し
た
。
明
治
六
年
と
十
扁

年
と
の
統
計
を
示
す
と
次
の
や
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
咽
六
偏
牛
　
　
　
　
　
m
明
治
十
…
加
＋

小
一
攣
校
讐
（
公
私
共
）
　
　
一
b
二
｝
血
九
七
拙
軟
．
　
　
二
、
山
ハ
｝
潮
騒
…
四
三

生
徒
数
（
男
女
共
）
二
四
、
五
八
〇
二
入
明
二
七
、
三
二
二
四
人

就
累
歩
合
（
男
女
共
）
　
　
　
二
八
・
一
％
　
　
　
　
四
丁
三
％

　
小
黒
黒
以
外
の
學
校
に
つ
い
て
、
一
々
記
零
す
る
の
煩
を
避
け

る
が
、
中
品
校
だ
け
は
不
完
全
な
が
ら
門
地
に
濫
設
さ
れ
た
。
こ

れ
は
地
方
蕎
藩
士
の
子
弟
が
藩
學
に
代
る
も
の
と
し
て
漢
墨
だ
け

を
學
ば
ん
と
す
る
要
求
に
慮
じ
た
や
う
な
獲
則
な
も
の
が
多
く
、

明
治
十
二
年
に
は
學
制
に
豫
定
さ
れ
た
校
撒
の
約
三
倍
、
七
八
四

校
に
落
し
、
生
徒
が
四
萬
人
を
越
え
た
．
り
落
棚
が
實
利
主
義
で
あ

る
に
拘
ら
す
、
太
政
官
の
指
令
に
商
法
學
校
ご
一
箇
所
を
建
て
ん

事
を
要
求
し
た
位
で
あ
り
、
農
工
商
に
從
ふ
者
は
學
問
は
實
務
に

妨
げ
に
な
胤
と
考
へ
る
者
が
多
か
っ
た
の
で
、
實
業
敏
育
は
極
め

て
振
砿
な
か
っ
た
。
女
墨
鞍
は
明
治
五
年
二
月
営
立
の
も
の
ガ
東

　
　
　
　
　
　
第
十
二
歳
徐
｝
　
第
ご
號
　
　
　
三
〇
〇

京
に
設
け
ら
れ
た
が
成
績
が
わ
る
い
の
で
岡
十
年
に
慶
此
さ
れ
＃

位
で
あ
る
。
女
子
師
範
學
校
は
官
立
の
も
の
が
東
京
に
働
來
て
か

ら
次
第
に
府
縣
に
も
及
ん
だ
が
、
男
子
師
範
は
明
治
十
一
年
に
官

公
合
し
て
九
〇
校
あ
る
に
零
し
、
女
子
は
十
二
校
し
か
な
か
っ
た

彼
の
南
無
は
墨
制
頒
布
後
一
時
中
照
校
に
改
め
ら
れ
て
第
一
大
學

匿
第
一
門
中
學
と
寂
し
、
東
校
は
中
畢
程
度
の
馨
墨
校
と
な
っ
た

が
、
や
が
て
第
一
番
中
學
は
開
成
洞
戸
と
改
め
ら
れ
て
專
門
墨
を

敬
へ
る
學
校
と
な
っ
た
が
、
や
っ
と
明
治
十
年
に
至
り
、
二
者
を

合
し
て
東
京
大
學
が
設
立
さ
れ
た
。
全
國
八
大
學
の
理
想
は
明
治

＋
年
に
な
っ
て
も
、
や
っ
と
そ
の
八
分
の
丁
蟹
満
し
た
草
け
で
あ

っ
た
。
要
す
る
に
古
制
の
理
想
は
篭
り
に
湛
大
で
あ
っ
た
。
敏
育

の
事
は
理
想
に
止
ま
る
わ
け
に
は
行
か
ぬ
。
急
に
竃
馬
で
き
な
い

と
す
れ
ば
こ
れ
が
反
動
と
し
て
、
實
現
し
や
す
い
巽
中
な
欄
度
を

立
て
ん
と
す
る
蓮
動
が
、
い
っ
か
超
っ
て
滞
る
で
あ
ら
う
。
西
鵡

の
役
が
そ
の
三
厩
を
與
へ
た
。

（　134　）


